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総
合
政
策

西
千
穂　
ド
ロ
ー
ン
の
使

用
の
目
的
は
な
に
か
。
ま

た
、
２
台
購
入
す
る
必
要

性
は
あ
る
か
。

企
画
課
長　
防
災
・
観
光

・
測
量
を
想
定
。
操
作
習

得
を
円
滑
に
し
、
多
目
的

対
応
に
は
２
台
必
要
。

遠
山
隆
雄　
多
世
代
同
居

支
援
補
助
は
町
長
が
推
進

す
る
施
策
だ
が
そ
の
事
業

内
容
は
。

副
町
長　
３
世
代
以
上
が

同
居
す
る
住
宅
購
入
や
新

築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
・
引
越

費
用
の
一
部
へ
の
補
助
を

行
い
、
安
心
し
て
子
ど
も

や
高
齢
者
が
暮
ら
せ
る
、

思
い
や
り
の
心
を
育
て
る

家
庭
環
境
作
り
を
支
援
し

た
い
。

（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

横
須
賀
桃
子　
22
世
紀
風

土
フ
ォ
ー
ラ
ム
啓
発
グ
ッ

ズ
と
は
。
ま
た
、
子
ど
も

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
。

都
市
デ
ザ
イ
ン
室
長　
小

学
生
に
学
用
品
を
配
布
予

定
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳

細
は
未
定
だ
が
子
ど
も
た

ち
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

に
触
れ
て
も
ら
う
た
め
、

教
育
委
員
会
と
も
連
携
し

て
い
く
。

西
千
穂　
風
土
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
軽
井
沢
駅
北
口
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
デ
ザ

イ
ン
画
作
成
の
予
算
は
、

今
後
議
論
を
深
め
る
た
め

の
も
の
か
、
成
果
発
表
を

見
据
え
た
も
の
か
。

企
画
課
長　
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
議
論
し
た
内
容
を
絵

と
し
て
作
成
す
る
こ
と
で

チ
ー
ム
内
の
イ
メ
ー
ジ
共

有
が
で
き
、
成
果
発
表
に

も
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
。

土
屋
好
生　
第
90
回
日
本

学
生
（
大
学
）
氷
上
競
技

選
手
権
大
会
補
助
の
開
催

時
期
と
開
催
種
目
は
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
長　
開

催
期
間
は
30
年
１
月
４
日

か
ら
８
日
の
５
日
間
で
、

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
、

シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
、

フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
３
部
門
と

な
る
。観

　
　
光

西
千
穂　
写
真
パ
ネ
ル
展

の
開
催
場
所
を
限
定
し
て

い
る
理
由
は
。

観
光
経
済
課
長　
北
関
東

自
動
車
道
が
開
通
し
た
の

で
、
そ
の
沿
線
か
ら
の
誘

客
を
は
か
る
た
め
、
茨
城

県
水
戸
市
で
初
の
開
催
。

インフラ整備、高齢者福祉、
子育て支援に重点配分

予
算
常
任
委
員
会
一
般
会
計
で
は
大
型
公
共
施
設
事
業
が
減
る
一
方
、
道
路
新
設
費
な

ど
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は
重
点
的
な
配
分
が
見
ら
れ
、
昨
年
度
か
ら

ほ
ぼ
横
ば
い
の
予
算
措
置
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
・
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
金
は
依
然
と
し
て
多
く
、
今

後
も
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
議
員
で
３
日
間
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

企業・特別会計 93億898万円

一般会計 127億2000万円

一口
メモ 「ドローン」…地上からの遠隔操縦で空撮などできる小型無人航空機のことです。

一口
メモ

住民参加のまちづくりを

発地市庭で公開中！

前年度比0.4％ 増
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横
須
賀
桃
子　
新
宿
ア
ル

タ
ビ
ジ
ョ
ン
の
観
光
宣
伝

映
像
の
効
果
は
。

観
光
経
済
課
長　
放
映
開

始
か
ら
５
年
経
っ
て
お
り
、

検
証
す
る
時
期
に
来
て
い

る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け

の
も
の
が
で
き
れ
ば
、
検

討
し
た
い
。

寺
田
和
佳
子　
「
銀
座
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
を
活
用
し

て
観
光
Ｐ
Ｒ
は
で
き
な
い

の
か
。

観
光
経
済
課
長　
昨
年
、

発
地
市
庭
関
係
で
利
用
し

た
。
今
後
、
商
工
会
・
観

光
協
会
と
連
携
し
考
え
て

い
き
た
い
。

栁
澤
信
介　
雲
場
池
の
整

備
工
事
の
内
容
は
。

観
光
経
済
課
長　
29
年
11

月
か
ら
30
年
４
月
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
ま
で

を
予
定
し
て
い
る
。
池
の

底
に
堆
積
し
た
土
を
改
良

す
る
の
に
あ
わ
せ
、
池
の

護
岸
整
備
を
行
う
。

農 

林 

業

篠
原
公
子　
冬
季
野
菜
栽

培
実
験
委
託
と
は
。

観
光
経
済
課
長　
直
売
所

の
会
員
３
名
が
ハ
ウ
ス
を

持
っ
て
お
り
、
貯
木
場
の

木
材
チ
ッ
プ
を
使
い
発
生

す
る
熱
と
二
酸
化
炭
素
を

利
用
し
た
栽
培
実
験
を
計

画
し
て
い
る
。

川
島
さ
ゆ
り　
保
温
折せ

っ
衷ち

ゅ
う

苗
代
試
験
の
目
的
は
。

観
光
経
済
課
長　
昭
和
17

年
に
古
宿
の
荻
原
さ
ん
が

油
紙
を
使
い
考
案
。『
農

林
水
産
大
臣
賞
』
を
受
賞

し
、
寒
冷
地
に
お
け
る
稲

作
栽
培
を
飛
躍
的
に
進
歩

さ
せ
た
。
軽
井
沢
の
農
業

の
歴
史
を
発
地
市
庭
か
ら

広
く
発
信
し
て
い
き
た
い
。

市
村
守　
発
地
市
庭
は
竣

工
か
ら
１
年
に
も
満
た
な

い
が
、
修
繕
料
の
主
な
内

容
は
。
ま
た
、
北
側
屋
根

の
雪
や
氷
が
落
下
し
た
場

所
へ
の
対
応
は
。 一口

メモ

インフラ整備、高齢者福祉、
子育て支援に重点配分

29年度予算を審査

●労働費他 5375万円 0.4％

●議会費 １億6093万円 1.3％

●農林水産業費 ３億1254万円 2.5％●消防費 ３億1690万円 2.5％
●公債費（借金返済）
　５億6226万円 4.4％
●商工費
　６億4406万円
　5.1％

衛生費
11億3762万円

8.9％

土木費
23億5689万円
18.5％ 教育費

14億5984万円
11.5％

総務費
25億6236万円
20.1％

民生費
31億5285万円
24.8％

歳　出
127億
2000万円

町税
87億6130万円
68.9％

●町債（町の借金） １億円 0.8％
●県支出金 ４億3587万円 3.4％

●地方譲与税・交付金 ６億4610万円 5.1％
●国庫支出金 ９億716万円 7.1％

●財産収入・繰入金・寄附金
　　　　12億3425万円 9.7％

歳　入
127億
2000万円

自主財源

106億3087
万円 83.6％

依存財源

20億89
13万円

 16.4％

●繰越金・その他収入
　６億3532万円 5.0％

一般会計予算の内訳

一口
メモ

「保温折衷苗代」…名誉町民の荻原豊次氏が開発。油紙で床面を覆うことで保温
する寒冷地に適した稲の育苗法で、今は油紙に代わりポリエチレン・フイルム
が使用されています。
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農
林
係
長　
修
繕
は
主
に

敷
地
内
の
段
差
の
改
善
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。
氷

が
落
下
し
た
場
所
に
つ
い

て
は
、
雪
が
雨
ど
い
に
堆

積
し
て
し
ま
う
状
況
が
見

ら
れ
る
の
で
、
業
者
と
相

談
し
、
今
後
対
策
を
検
討

し
た
い
。 

利
根
川
泰
三　
有
害
鳥
獣

駆
除
報
償
金
の
内
訳
は
。

観
光
経
済
課
長　

イ
ノ
シ
シ　
　
１
０
５
頭　

ウ
リ
坊　
　
　
　
　
15
頭　

ニ
ホ
ン
ジ
カ　
５
２
０
頭　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ　
　
５
頭　

ハ
ク
ビ
シ
ン　
　
　
10
頭

を
予
定
し
て
い
る
。

交
　
　
通

篠
原
公
子　
運
転
免
許
証

自
主
返
納
者
へ
の
タ
ク

シ
ー
券
給
付
と
は
。
利
用

の
決
ま
り
は
。

防
犯
交
通
係
長　
返
納
時

一
回
の
み
１
万
円
を
支
給
。

過
去
５
年
に
返
納
し
た
方

も
対
象
で
、
自
宅
か
ら
最

寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
の
利

用
が
可
能
。
た
だ
し
そ
の

場
合
は
運
転
経
歴
証
明
書

を
持
参
す
る
必
要
が
あ
る
。

す
こ
や
か
お
出
か
け
利
用

券
と
の
併
用
も
可
能
。

道
　
　
路

遠
山
隆
雄　
南
原
跨
線
橋

な
ど
の
消
雪
施
設
改
修
工

事
の
内
容
は
。

建
設
課
長　
現
在
の
地
下

水
利
用
の
消
雪
装
置
を
地

中
熱
方
式
に
交
換
す
る
。

一口
メモ

大
浦
洋
介　
昨
年
の
決
算

時
に
道
路
舗
装
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
優
先
す
る

よ
う
求
め
た
が
、
予
算
へ

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

財
政
課
長　
議
会
か
ら
の

意
見
を
受
け
て
、
町
道
の

舗
装
・
補
修
費
を
前
年
度

予
算
と
比
較
し
て
２
千
万

円
増
額
し
た
。

利
根
川
泰
三　
29
年
度
の

除
雪
委
託
は
何
社
か
。

施
設
維
持
係
長　
通
常
除

雪
で
19
社
。
豪
雪
時
に
は

３
社
の
除
雪
協
力
で
22
社
。

上
下
水
道

遠
山
隆
雄　
公
共
下
水
道

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
に
頼
っ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
料
金
改
定
等
の

検
討
は
。

上
下
水
道
課
長　
下
水
道

区
域
計
画
・
財
政
計
画
を

見
直
す
な
か
で
、
34
年
頃

の
公
営
企
業
会
計
へ
の
移

行
に
あ
わ
せ
料
金
の
改
定

も
検
討
し
て
い
る
。

佐
藤
敏
明　
ホ
テ
ル
の
建

設
計
画
や
別
荘
の
新
築
が

多
く
予
定
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
水
の
供
給
に
問

題
は
な
い
か
。

水
道
施
設
係
長　
大
型
施

設
に
は
受
水
槽
の
設
置
を

義
務
づ
け
て
い
る
。

現
在
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
や
夏
場
の
ピ
ー
ク

で
２
万
１
千
ト
ン
の
総
給

水
量
と
な
る
が
、
２
万
３

５
０
０
ト
ン
の
配
水
能
力

を
持
っ
て
い
る
の
で
心
配

は
な
い
。

防
　
　
災

押
金
洋
仁　
防
災
行
政
無

線
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
の
内

容
は
。
ま
た
、
特
別
交
付

税
を
受
け
て
の
戸
別
受
信

機
無
償
貸
与
は
。

消
防
課
長　
29
年
度
に
子

局
は
、
小
浅
間
、
峠
町
、

三
ツ
石
公
民
館
、
追
分
２

局
、
西
保
育
園
、
馬
取
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
８
局
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

再
送
信
子
局
は
鬼
押
・
万

座
ハ
イ
ウ
ェ
ー
料
金
所
を

予
定
し
て
い
る
。
無
償
貸

与
は
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。

29年度予算審査

発地市庭内の建物や段差
解消など施設を修繕する
経費です。

300
万円

発地市庭修繕料

一口
メモ

「運転経歴証明書」…運転免許証を自主的に返納した方に交付するもので、運転
免許証に代わって本人確認ができる身分証明書のことです。

29年度は９路線、総延長3530メートル
の町道を舗装・補修する計画です。

1億円
町道の舗装・補修

段
差
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教
　
　
育

篠
原
公
子　
組
織
改
革
で
、

こ
ど
も
教
育
課
が
、
障
が

い
児
も
含
め
て
０
歳
か
ら

18
歳
ま
で
の
窓
口
と
な
る

と
理
解
し
て
い
る
が
。

教
育
長　
限
ら
れ
た
人
材

で
は
あ
る
が
、
共
通
意
識

を
持
っ
て
や
っ
て
い
き
た

い
。

篠
原
公
子　
特
別
支
援
の

指
導
的
役
割
を
担
う
人
が

必
要
で
あ
り
、
相
談
の
核

と
な
る
人
を
置
い
て
い
た

だ
き
た
い
。

町
長　
特
別
支
援
の
指
導

主
事
は
必
要
と
考
え
る
。

色
々
な
問
題
が
出
て
く
る

が
、
新
し
い
こ
ど
も
教
育

課
を
運
営
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

土
屋
浄　
児
童
通
学
車
両

借
上
は
何
台
か
。

学
校
教
育
係
長　
東
部
小

は
、
峠
町
地
区
で
朝
１
台
、

夕
方
１
台
。
西
部
小
は
、

茂
沢
地
区
で
朝
１
台
、
学

年
が
違
い
帰
る
時
間
に
差

が
あ
る
た
め
夕
方
は
２
台

で
あ
る
。

寺
田
和
佳
子　
体
育
の
授

業
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
の

成
果
は
。

教
育
長　
個
々
の
生
徒
の

実
態
を
見
な
が
ら
、
英
語

や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
意
思

の
疎
通
が
で
き
て
い
る
。

西
千
穂　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に

向
け
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入

の
内
容
は
。

学
校
教
育
係
長　
中
学
校

で
30
年
度
か
ら
１
人
１
台

が
理
想
だ
が
、
今
年
度
は

教
職
員
操
作
習
得
用
に
10

台
購
入
す
る
。

寺
田
和
佳
子　
心
の
教
室

相
談
員
に
は
ど
の
よ
う
な

資
格
が
必
要
か
。

学
校
教
育
係
長　
中
学
校

に
籍
を
置
く
が
、
教
育
現

場
の
経
験
が
豊
か
な
臨
床

心
理
士
が
望
ま
し
い
。

利
根
川
泰
三　
保
存
鉄
道

車
両
塗
装
他
工
事
と
は
。

文
化
振
興
係
長　
東
部
小

学
校
に
あ
る
ア
プ
ト
式
の

機
関
車
と
駅
舎
記
念
館
前

の
草
軽
鉄
道
の
車
両
の
塗

装
を
行
う
。

佐
藤
幹
夫　
三
面
馬
頭
観

音
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ど
の

辺
り
に
移
設
す
る
の
か
。

教
育
次
長　
ロ
ー
タ
リ
ー

の
警
察
派
出
所
の
裏
手
側

へ
移
設
し
、
説
明
看
板
も

設
置
す
る
。

保
健
・
福
祉

寺
田
和
佳
子　
発
達
障
が

い
の
早
期
発
見
に
は
乳
幼

児
検
診
が
効
果
的
だ
が
、

そ
の
取
り
組
み
と
そ
の
後

の
支
援
は
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
四
季
の
発
達

支
援
の
取
り
組
み
と
ど
の

よ
う
に
連
携
し
て
い
く
か
。

健
康
推
進
係
長　
検
診
で

は
言
語
聴
覚
士
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
専
門
職
が
診
て
い

る
。
町
内
に
は
療
育
で
き

る
機
関
が
な
い
た
め
、
町

外
の
小
児
神
経
専
門
医
へ

と
つ
な
げ
て
い
る
。

福
祉
係
長　
４
月
よ
り
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
四
季
で
放
課
後

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
児
童
発

達
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま

る
。
そ
こ
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
支
援
を
し
て
い
く
。

軽
井
沢
病
院

川
島
さ
ゆ
り　
院
内
保
育

所
で
預
か
れ
る
子
ど
も
の

年
齢
と
そ
の
対
象
者
は
。

病
院
事
務
長　
３
歳
に
な

っ
て
む
か
え
る
年
度
末
ま

で
で
、
対
象
者
は
医
療
に

従
事
す
る
職
員
の
子
ど
も
。

ま
た
、
授
乳
は
状
況
に
合

わ
せ
て
行
い
、
週
に
一
度

曜
日
を
き
め
て
夜
間
保
育

も
実
施
す
る
。

西
千
穂　
軽
井
沢
病
院
の

外
来
収
益
が
減
っ
た
原
因

は
。
ま
た
、
訪
問
看
護
の

現
状
に
余
裕
は
あ
る
の
か
。

病
院
事
務
長　
内
科
医
の

退
職
や
職
員
の
産
休
に
よ

り
、
回
復
病
棟
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
ま
り

稼
働
で
き
な
か
っ
た
。

訪
問
看
護
は
民
間
に
２
事

業
者
あ
り
多
少
は
受
け
入

れ
に
余
裕
が
あ
る
。

29年度予算審査

500
万円

障がい児通所施設運営補助

NPO法人が運営する障がい児デイサービスへの
運営費を補助します。（関連記事20ページ）

一口
メモ

「イマージョン教育」…外国語で一般教科を学ぶことで自然に外国語を習得する
という教育方法のことです。

入りやすい「こども教育課」に
一口
メモ

写真は「にじいろポケット」

平成29年４月25日　第114号5



29　の注目事業は？

き
り
と
り
せ
ん

軽井沢町長
　藤巻　進

№

●この券を利用する際は、運転経歴証明書を提示してください。
●この券を利用してのおつりは出ません。差額分は現金でお支払いください。
●ご本人以外の使用はできませんが、同乗は可能です。

注意
事項

平成　   年   　月   　日利用年月日

200円
有
効
期
限
は

あ
り
ま
せ
ん

免許自主返納優待券

220
万円

運転免許証自主返納者へ
の補助

高齢等により運転免許証を返納した方に、運転経歴
証明書の交付手数料を補助するほか、タクシー利用
券（１万円分を１回限り）を給付します。

1億
7700
万円

4億
9750
万円

地中熱利用消雪施設

借宿バイパス線整備工事

地
中
熱
を
利
用
し
た
消
雪
施
設
を

町
内
道
路
（
南
原
跨
線
橋
他
）
に

設
置
し
ま
す
。

28
年
度
に
引
き
続
き
、
町
内
各
所
の
防
災

無
線
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
を
行
い
ま
す
。

9720
万円

防
災
行
政
無
線

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化

29年度は、国道18号バイパスの横断部工事、国道
18号バイパス接続部の消雪装置設置工事、木もれ
陽の里入口信号機の東側町道改良工事などです。

2億
4000
万円

雲場池整備費

雲場池の抜本的な水質浄化を目的に、浚せつ工事や
水底の形状を改善するほか、護岸整備も行います。

一口
メモ

「地中熱利用消雪施設」…道路下のヒートパイプで、地下と舗装の温度差を動力
として地中熱を運び、電力等の不要な雪を溶かす装置です。

一口
メモ

6平成29年４月25日　第114号



29　の注目事業は？年
度

450
万円

多世代同居支援補助の主な対象条件
１ 町内に継続して３年以上住所を有する方
２ 町内の住宅
３ 交付後３年以上の継続多世代同居
４ 住宅引渡しが29年４月１日以降の方
５ 町税等を滞納していないこと
６   リフォームについては町内業者が施工す
る20万円以上のリフォーム

７ 引越費用補助の場合、業者委託のみ

補助金額・限度額
１ 補助対象経費の２分の１以内で一回のみ
２ 住宅取得補助50万円
３ リフォーム補助50万円
４ 引越補助５万円
※  以前に住宅リフォーム補助を受けた方も
対象になります。

（詳しい内容は町ホームページをご確認くだ
さい）

多世代同居支援補助

88
万円

300
万円

2300
万円

810
万円

軽井沢ブルー・プラーク
銘板作成

冬期野菜栽培実験

旧近衛文麿別荘（市村記念館）
耐震補強工事

道路情報提供ライブカメラ

広報広聴
委員

ピックア
ップ

30年度より使用する個人番号制度の事務に関わるOA機器購入
費です。（情報推進費（OA関連）全体で７億1239万円）

町内の文化財に指定されている建物など
に設置する銘板作成費（30枚分）です。

鉄骨や基礎の鉄筋コンクリート打増しによる補強工事
のほか、内外壁や腰板の塗装などを行います。

木材チップの発酵熱
を利用した野菜の冬
期温室栽培実験を行
います。

道路（農協通り）の交通状況などをインターネットで
リアルタイムに確認できるよう、カメラを設置します。

一口
メモ

「ブルー・プラーク」…著名な人物や歴史的建物について史実を伝えるために建
物の外壁に取り付ける、イギリス発祥の銘板のことです。

1億
7770
万円

個人番号事務関連OA機器

一口
メモ

平成29年４月25日　第114号7



一 般 質 問
代 表 質 問

一口
メモ

「①代表質問②一般質問とは」…①会派を代表して町政に対し質問することです。
②本会議で議員が町政全般に関する質問や提言をすることです。

交渉会派「考」・浅間
代表　市村　守 （９ページ）
　●借宿バイパスの進捗状況は
　●都市政策への取り組みは
　●産業政策への取り組みは

佐藤 敏明 （10ページ）
　●町内のWi-Fi環境整備への取り組みは
　●遠隔式水道メーターの継続設置は
　●「しなの鉄道軽井沢駅テーマパーク構想」への町の対応は

利根川 泰三 （11ページ）
　●湯川ふるさと公園のキャンピングカーによる利用は
　●（旧）軽井沢駅舎記念館の活用は
　●降雪時におけるバス停の現状は

横須賀 桃子 （12ページ）
　●パーキングパーミットの周知を
　●子どもと町づくりを考える新プロジェクトは
　●学校と地域住民の協働によるこぶし教育を

押金 洋仁 （13ページ）
　●住民ニーズを意識した広報紙を
　●災害時の別荘客や外国人客への情報周知は

川島 さゆり （14ページ）
　●手話言語普及への町の取り組みは
　●新生児の自動聴性脳幹反応検査の助成を
　●人工内耳装用者への支援を 

代表
質問

一般
質問

土屋　浄 （15ページ）
　●木材チップ利用の温室栽培で冬場の農業振興を
　●学校給食費の全面無償化を

寺田　和佳子 （16ページ）
　●  「自然を愛する」を合言葉にしたこぶし 
教育と現実問題との関連づけは

土屋 好生 （17ページ）
　●  地域と連携し現状の資源を有効に生かす 
６次産業を

　●22世紀風土フォーラムの取り組みは

西　千穂 （18ページ）
　●民生委員への個人情報提供の方針は

２月27日１日目 ２月28日２日目

町
へ
の
提
言
‼

一問一答で町側答弁も含め一時間以内となって
います。
内容に関しては要約して掲載してあります。
議事録は、議会ホームページで閲覧できます。

軽井沢町議会 検索

中学新校舎を最初に巣立つ卒業生による合唱

8平成29年４月25日　第114号



代 表 質 問

問　
借
宿
バ
イ
パ
ス
は
30

年
の
整
備
完
了
を
目
指
し

て
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い

る
か
。
国
へ
の
要
望
状
況

は
。

町
長　
順
調
に
進
捗
し
て

お
り
、
30
年
末
の
開
通
に

向
け
て
進
ん
で
い
る
。
ま

た
国
等
に
、
交
付
金
の
支

援
要
望
も
行
っ
て
い
る
。

都
市
政
策
へ
の

取
り
組
み
は

問　
地
区
公
民
館
に
も
高

齢
者
、
障
が
い
者
に
配
慮

し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
。

町
長　
公
民
館
等
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
あ
ま
り
進

ん
で
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え

て
改
善
し
て
い
き
た
い
。

問　
民
間
が
設
置
す
る
燃

料
電
池
車
用
水
素
ガ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
助
成
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
に
何

ら
か
の
協
力
は
し
た
い
。

問　
国
の
空
き
家
対
策
特

別
措
置
法
と
当
町
の
要
綱

と
の
整
合
性
は
。
ま
た
要

綱
で
な
く
条
例
化
は
。

町
長　
要
綱
を
適
切
に
運

用
し
、
必
要
に
応
じ
て
特

別
措
置
法
も
有
効
活
用
し
、

安
心
安
全
な
生
活
環
境
の

確
保
に
取
り
組
む
。
要
綱

一口
メモ

を
条
例
化
す
る
考
え
は
な

い
が
、
的
確
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

産
業
政
策
へ
の

取
り
組
み
は

問　
今
後
の
会
議
都
市
推

進
策
は
。

町
長　
町
の
紹
介
等
に
可

能
な
限
り
リ
ゾ
ー
ト
都
市

軽
井
沢
が
露
出
す
る
こ
と

が
大
事
。
会
議
都
市
推
進

協
議
会
等
と
の
連
携
の
強

化
、
Ｐ
Ｒ
活
動
及
び
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
練
習

場
誘
致
に
万
全
な
対
策
が

取
れ
て
い
る
か
。

町
長　
施
設
面
は
問
題
な

く
運
営
さ
れ
て
る
。
宿
泊

面
も
旅
館
組
合
、
観
光
協

会
等
と
相
談
し
、
選
手
が

ベ
ス
ト
な
体
調
管
理
が
行

え
る
環
境
を
提
供
し
た
い
。

問　
発
地
市
庭
冬
場
対
策

と
し
て
、
ハ
ウ
ス
等
施
設

へ
の
助
成
や
大
学
、
企
業

等
の
研
究
機
関
の
参
入
を
。

町
長　
来
年
度
、
冬
季
野

菜
栽
培
実
験
委
託
を
予
定

し
て
い
る
。
木
材
チ
ッ
プ

の
発
酵
熱
を
利
用
し
た
ハ

ウ
ス
で
の
野
菜
栽
培
や
品

種
、
生
産
方
法
の
検
討
な

ど
に
よ
っ
て
、
生
産
グ

ル
ー
プ
や
法
人
設
立
支
援

の
具
体
的
な
も
の
が
見
え

て
く
る
と
考
え
る
。

借宿バイパスの進捗状況は

交渉会派「考」・浅間

代表 市　村　　守
30年末の開通を目指し整備を進めている

町　長

冬も品物が
いっぱいほしい

開通でスムーズな
通勤を

一口
メモ

「燃料電池車用水素ガスステーション」…燃料電池車に使用する燃料の水素を補
充する場所のことです。平成29年４月25日　第114号9



一 般 質 問

佐 藤 敏 明「Japan.Free Wi-Fi」の普及を検討中である

企画課長

町内のWi-Fi環境整備
　　　　への取り組みは

問　
外
国
人
旅
行
者
宿
泊

数
が
増
加
しW

i-Fi 

整
備

は
急
務
と
考
え
る
。
日
本

政
府
観
光
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者

向
け
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
ス
ポ
ッ
ト
等
を
紹
介
す

るJapan.Free W
i-Fi

へ
の
当
町
参
加
は
。

企
画
課
長　

W
i-Fi

は
、

中
軽
駅
、
軽
井
沢
駅
、
観

光
会
館
案
内
所
、
観
光
振

興
セ
ン
タ
ー
、
風
越
公
園
、

発
地
市
庭
の
６
カ
所
設
置

し
、
民
間
の
宿
泊
施
設
等

は
１
０
８
カ
所
把
握
し
て

い
る
。
現
在
あ
る
も
の
を

最
善
の
方
法
で
取
り
組
む
。

問　

W
i-Fi

を
整
備
し
な

け
れ
ば
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
設

置
し
て
も
外
国
の
方
は
見

ら
れ
な
い
の
で
は
。

企
画
課
長　
承
知
し
て
い

る
が
対
応
で
き
て
い
な
い
。

問　

町
でW

i-Fi

を
設
置

し
な
い
と
サ
ー
ビ
ス
向
上

し
な
い
の
で
は
。

企
画
課
長　
民
間
は
民
間

一口
メモ

で
設
置
し
Ｉ
Ｄ
を
統
一
化

で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

遠
隔
式
水
道

メ
ー
タ
ー
の
継
続

設
置
は

問　
遠
隔
式
メ
ー
タ
ー
導

入
経
過
は
。

上
下
水
道
課
長　
検
針
の

見
や
す
さ
か
ら
23
年
度
以

降
遠
隔
式
と
し
た
。

問　
巨
費
を
投
じ
て
お
き

な
が
ら
直
読
式
に
戻
す
理

由
は
。

上
下
水
道
課
長　
口
径
13

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
メ
ー

タ
ー
の
比
較
で
、
直
読
式

は
約
６
千
円
、
遠
隔
式
は

１
万
７
千
円
で
約
２
・
８

倍
と
な
る
。
費
用
が
安
く

故
障
も
少
な
い
直
読
式
に

す
る
。

問　
マ
ン
シ
ョ
ン
等
が
増

え
直
読
式
に
戻
す
と
サ
ー

ビ
ス
低
下
す
る
の
で
は
。

上
下
水
道
課
長　
マ
ン
シ

ョ
ン
等
は
、
今
後
も
遠
隔

式
と
す
る
。

「
し
な
の
鉄
道
軽
井
沢

駅
テ
ー
マ
パ
ー
ク
構
想
」

へ
の
町
の
対
応
は

問　
し
な
の
鉄
道
が
希
望

し
て
い
る
旧
駅
舎
記
念
館

使
用
に
対
す
る
町
の
考
え

は
。

企
画
課
長　
し
な
の
鉄
道

軽
井
沢
駅
舎
を
長
野
県
の

東
玄
関
口
と
し
、「
ろ
く
も

ん
」
の
始
発
及
び
終
着
駅

に
改
修
し
、
旧
駅
舎
記
念

館
の
活
用
を
図
り
た
い
と

の
話
が
あ
り
、
協
力
し
て

い
く
方
針
で
貸
し
つ
け
条

件
等
協
議
を
進
め
て
い
る
。

一口
メモ

「Japan.Free Wi-Fi」…主に訪日外国人向けの無料Wi-Fiで、日本各地で提供
されている無料Wi-Fiにアクセスできます。

見やすい遠隔式
メー ター設置を

エリア拡大で外国人旅行者の利便性
向上を

10平成29年４月25日　第114号



一 般 質 問

そのような車両があるという事は認識している
が問題はないと思っている

建設課長

問　
夏
場
の
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
等
に
よ
る
公
園
の

利
用
が
、
見
受
け
ら
れ
る

が
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

建
設
課
長　
認
識
し
て
い

る
。
苦
情
は
受
け
て
い
な

い
。
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
は

問
題
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　
占
有
に
よ
る
一
般
利

用
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
苦

情
は
あ
っ
た
か
。

建
設
課
長　
キ
ャ
ン
プ
行

為
と
か
花
火
、
騒
音
等
の

苦
情
は
な
い
。

問　
公
園
や
公
共
施
設
等

の
見
回
り
は
。

建
設
課
長　
巡
回
は
行
っ

て
い
な
い
。

問　
看
板
は
あ
る
が
、
ほ

か
の
方
法
で
の
告
知
は
。

建
設
課
長　
旅
行
雑
誌
や

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
、

公
園
利
用
の
制
限
事
項
を

追
記
し
、
マ
ナ
ー
向
上
を

図
り
た
い
。

（
旧
）
軽
井
沢
駅
舎

記
念
館
の
活
用
は

問　
12
月
28
日
の
信
毎
に

（
旧
）
軽
井
沢
駅
舎
記
念

館
の
活
用
に
つ
い
て
町
は

協
力
す
る
と
あ
っ
た
が
。

企
画
課
長　
現
状
で
は
事

前
協
議
の
段
階
。
具
体
的

な
協
議
は
し
て
い
な
い
。

問　
駅
前
派
出
所
の
さ
わ

や
か
ハ
ッ
ト
１
階
へ
の
移

転
検
討
は
ど
の
よ
う
な
進

展
が
あ
っ
た
か
。

総
務
課
長　
警
察
と
の
協

議
で
難
し
い
と
言
わ
れ
た
。

交
番
の
移
転
に
つ
い
て
は

県
・
警
察
署
の
意
向
も
あ

一口
メモ

り
簡
単
に
は
解
決
し
な
い
。

問　
駅
東
側
の
線
路
跡
地

へ
の
民
間
企
業
の
進
出
の

懸
念
は
。

企
画
課
長　
し
な
の
鉄
道

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

跡
地
の
活
用
も
含
め
た
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

降
雪
時
に
お
け
る

バ
ス
停
の
現
状
は

問　
降
雪
時
の
バ
ス
停
の

除
雪
体
制
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

生
活
環
境
課
長　
町
及
び

バ
ス
運
行
会
社
と
も
、
特

別
な
除
雪
体
制
は
設
け
て

い
な
い
。

問　
バ
ス
停
の
除
雪
の
状

態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

生
活
環
境
課
長　
乗
降
場

所
が
除
雪
さ
れ
ず
、
不
便

と
な
っ
て
い
る
状
況
の
す

べ
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
冬
場
の
除
雪
対
策
等

を
実
施
す
る
の
も
「
お
も

て
な
し
の
心
」
で
は
。

生
活
環
境
課
長　
除
雪
な

ど
を
含
め
、
住
民
及
び
町

が
協
働
し
て
町
全
体
で
大

き
な
「
お
も
て
な
し
の

心
」
に
つ
な
げ
た
い
。

利根川 泰三

湯川ふるさと公園の
キャンピングカーによる利用は

公園利用看板

雪でバスに乗れない

一口
メモ

「（旧）軽井沢駅舎記念館」…新幹線開業により取り壊された旧駅舎を保存する
ため明治43年当時の姿のまま再現したものです。平成29年４月25日　第114号11



一 般 質 問

パーキング・パーミットの
　　　　　　　　　周知を

問　
県
で
は
昨
年
４
月
よ

り
障
が
い
者
や
高
齢
者
、

そ
し
て
妊
産
婦
な
ど
歩
行

が
困
難
な
方
の
た
め
に
障

が
い
者
等
用
駐
車
区
画
の

利
用
証
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー

ミ
ッ
ト
を
交
付
し
て
い
る

が
、
周
知
の
進
み
具
合
は
。

保
健
福
祉
課
長　
広
報
紙

で
の
周
知
、
障
が
い
者
福

祉
の
し
お
り
へ
の
掲
載
、

さ
ら
に
協
力
施
設
の
町
内

４
施
設
に
お
い
て
は
制
度

の
周
知
だ
け
で
は
な
く
、

一口
メモ

不
適
正
利
用
へ
の
注
意
喚

起
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　
協
力
施
設
の
登
録
を

増
や
す
た
め
の
周
知
は
。

ま
た
町
側
か
ら
施
設
に
出

向
き
、
直
接
協
力
を
促
す

な
ど
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長　
広
報
紙

で
周
知
す
る
。

問　
パ
ー
ミ
ッ
ト
の
適
正

利
用
の
た
め
、
期
限
切
れ

利
用
証
を
回
収
す
る
な
ど

の
対
策
は
協
議
さ
れ
た
か
。

保
健
福
祉
課
長　
回
収
す

る
予
定
は
な
い
が
、
今
後

問
題
が
あ
れ
ば
協
議
す
る
。

子
ど
も
と
町
づ
く

り
を
考
え
る
新
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

問　
22
世
紀
風
土
フ
ォ
ー

ラ
ム
基
本
会
議
で
の
意
見

や
提
案
な
ど
を
ど
の
よ
う

に
具
現
化
す
る
の
か
。

企
画
課
長　
町
へ
の
提
言

に
つ
な
げ
る
よ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
長
い
将
来
を
見
据
え

た
町
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

た
い
。

問　
会
議
内
容
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
以
外
で
も
周
知
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

企
画
課
長　
公
開
会
議
を

傍
聴
に
来
て
ほ
し
い
。

問　
貴
重
な
意
見
や
提
案
、

会
議
内
容
に
つ
い
て
の
発

表
の
場
を
設
け
て
は
。

町
長　
ま
だ
す
べ
て
発
信

す
る
段
階
で
は
な
く
、
傍

聴
者
の
意
見
な
ど
を
伺
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
住
民
参
画
が
目
的
の

会
議
な
の
で
、
周
知
方
法

を
工
夫
す
る
べ
き
で
は
。

町
長　
す
べ
て
周
知
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
必
要

の
あ
る
内
容
は
発
信
す
る
。

問　
子
ど
も
と
町
づ
く
り

を
考
え
る
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
め
る
が
、
そ
の
他

の
新
た
な
取
り
組
み
は
。

企
画
課
長　
地
区
に
出
向

い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
周
知

や
意
見
交
換
を
行
い
た
い
。

学
校
と
地
域
住
民

の
協
働
に
よ
る

こ
ぶ
し
教
育
を

問　
地
域
住
民
と
共
に
こ

ぶ
し
教
育
の
拡
充
を
。

教
育
長　
小
中
学
校
連
携

の
中
で
進
め
て
行
き
た
い
。

適正利用の推進と共に周知を進めていく

保健福祉課長

横須賀 桃子

ゆずりあいの心で広がる「ノーマライゼーション」

一口
メモ

「パーキング・パーミット」…障がい者・高齢者・妊産婦など歩行が困難な方が
障がい者等用駐車区画を適正に利用するために交付する「利用証」のことです。 12平成29年４月25日　第114号



一 般 質 問

工夫すべき部分はあるが、読者に関係のある
記事があればそこは目を通すと思う

総務課長

住民ニーズを意識した
　　　　　　　広報紙を

問　
道
へ
張
り
出
し
た
枝

や
地
境
に
植
え
ら
れ
た
樹

木
が
大
き
く
伸
長
し
た
と

き
に
周
囲
に
及
ぼ
す
影
響
、

世
代
交
代
や
相
続
が
う
ま

く
推
移
せ
ず
、
空
き
家
に

な
り
つ
つ
あ
る
物
件
な
ど
、

別
荘
所
有
者
の
理
解
が
な

け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
課

題
の
情
報
共
有
の
た
め
、

広
報
紙
「
風
の
お
た
よ

り
・
緑
の
お
た
よ
り　
軽

井
沢
」
に
掲
載
を
検
討
し

て
は
。

町
長　
負
の
材
料
よ
り
は
、

別
荘
ラ
イ
フ
へ
の
期
待
を

持
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
情

報
を
中
心
と
し
て
紙
面
を

ま
と
め
た
い
。

問　
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
住
民

と
行
政
が
協
働
で
取
り
組

む
時
代
に
あ
っ
て
、
自
治

体
広
報
は
お
知
ら
せ
型
か

ら
住
民
ニ
ー
ズ
を
意
識
し

た
対
話
型
へ
の
変
革
が
求

め
ら
れ
る
。
読
者
の
視
線

を
と
ら
え
る
見
出
し
や
専

門
的
な
行
政
用
語
を
避
け

る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で

は
。

総
務
課
長　
表
題
等
に
つ

い
て
工
夫
す
べ
き
部
分
は

多
々
あ
る
。
た
だ
自
分
に

関
係
の
あ
る
記
事
が
あ
れ

ば
、
そ
こ
は
目
を
通
す
と

い
う
の
が
本
来
の
形
で
あ

る
。災

害
時
の
別
荘
客

や
外
国
人
客
へ
の

情
報
周
知
は

問　
防
災
行
政
無
線
の
放

送
内
容
を
受
信
す
る
メ
ー

ル
の
登
録
者
数
は
ど
の
く

ら
い
か
。

企
画
課
長　
約
１
万
弱
の

登
録
が
あ
る
。

問　
メ
ー
ル
の
登
録
方
法
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
情

報
の
入
り
方
、
と
る
べ
き

行
動
、
最
寄
り
の
避
難
所

等
の
情
報
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
て
、
別
荘
所
有

者
に
配
布
で
き
な
い
か
。

消
防
課
長　
土
砂
災
害
の

警
戒
区
域
の
別
荘
所
有
者

に
は
マ
ッ
プ
を
配
り
、
そ

の
中
で
避
難
の
方
法
等
の

情
報
を
入
れ
て
い
る
。
だ

が
ど
ん
な
に
こ
ち
ら
で
広

報
し
て
も
、
受
け
手
の
側

が
そ
れ
を
活
用
し
な
け
れ

ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

問　
外
国
人
旅
行
者
へ
の

情
報
伝
達
は
。

消
防
課
長　
有
効
な
情
報

伝
達
方
法
は
現
在
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を

活
用
し
た
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
へ
の
多
言
語
文
字
に
よ

る
も
の
や
防
災
ア
プ
リ
を

活
用
し
た
も
の
等
が
あ
る

が
、
課
題
も
あ
る
。

一口
メモ

押 金 洋 仁

一口
メモ

「デジタルサイネージ」…屋外・店頭・公共空間・交通機関など、あらゆる場所
で電子的な表示機器を使って情報を発信するシステムのことです。

伝え方を工夫したい、
行政も議会も

平成29年４月25日　第114号13



一 般 質 問

問　
県
条
例
で
は
災
害
時

に
使
う
手
話
を
取
得
後
、

認
定
書
を
出
し
「
災
害
時

支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
の
人

材
と
し
て
活
用
す
る
と
あ

る
が
。

保
健
福
祉
課
長　
県
で
は

ま
だ
検
討
中
。

問　
県
条
例
で
は
災
害
時

に
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
動
画
で
手
話
を
使
い
避

難
指
示
を
出
す
。」
と

な
っ
て
い
る
が
当
町
で
は

ど
う
か
。
ま
た
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
の
リ
ン
ク
は
。

保
健
福
祉
課
長　
県
が
全

県
下
に
向
け
発
信
す
れ
ば

周
知
し
て
い
く
。
リ
ン
ク

は
研
究
す
る
。

問　
県
条
例
で
は
、
手
話

を
言
語
と
し
て
認
め
、
小

中
学
校
に
お
い
て
も
教
職

員
・
児
童
・
生
徒
に
県
が

作
成
す
る
学
習
資
料
で
学

ぶ
と
あ
る
が
。

教
育
長　
こ
の
１
・
２
月

で
希
望
す
る
教
職
員
に
対

し
て
県
の
研
修
が
あ
っ
た

が
、
教
職
員
の
参
加
は
で

き
な
か
っ
た
。
今
後
、
機

会
を
捉
え
て
推
進
し
て
い

く
。
す
で
に
小
中
学
校
で

は
一
部
教
育
に
取
り
入
れ

て
い
る
が
、
今
後
人
権
活

動
教
育
の
一
環
と
し
て
位

置
付
け
、
教
職
員
や
各
学

年
で
の
学
習
と
し
て
検
討

し
て
い
く
。

問　
以
前
に
質
問
し
た
災

害
用
バ
ン
ダ
ナ
・
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
の
そ
の
後
は
。

保
健
福
祉
課
長　
災
害
用

バ
ン
ダ
ナ
は
29
年
度
予
算

に
計
上
し
た
。
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
は
、
持
っ
て
い
る

方
も
い
る
が
全
員
で
は
な

い
た
め
今
後
導
入
に
向
け

協
議
し
て
い
く
。

新
生
児
の
自
動
聴

性
脳
幹
反
応
検
査

の
助
成
を

問　
自
動
聴
性
脳
幹
反
応

検
査
の
助
成
は
で
き
な
い

か
。

保
健
福
祉
課
長　
出
産
祝

い
金
や
新
生
児
聴
覚
検
査

等
出
産
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

費
用
を
助
成
し
て
い
る
。

人
工
内
耳
装
用
者

へ
の
支
援
を

問　
人
工
内
耳
手
術
は
保

険
適
用
や
高
額
医
療
費
な

ど
で
受
け
易
く
な
っ
た
が
、

ス
ピ
ー
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

は
５
年
か
ら
10
年
の
買
い

換
え
時
、
自
己
負
担
と
な

り
80
万
円
以
上
か
か
る
。

県
は
、
町
が
助
成
す
れ
ば
、

国
２
分
の
１
、
県
４
分
の

１
、（
町
４
分
の
１
）
を

補
助
す
る
と
あ
る
が
ど
う

か
。

保
健
福
祉
課
長　
助
成
実

施
の
方
向
で
検
討
し
て
い

く
。

手話言語普及への
　　町の取り組みは

川島 さゆり

手話での会話は楽しい

県条例制定まもないので今後取り組んでいく

保健福祉課長

一口
メモ

「人工内耳」…聴覚機能障害で全く聞こえなくなった人に聞こえを取り戻すため
の医療で、機器を通じて会話が行えるようにするものです。

一口
メモ
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一 般 質 問

問　
農
家
は
冬
場
の
野
菜

作
り
を
切
望
し
て
い
る
。

発
地
市
庭
近
く
で
㈱
柳
沢

農
園
が
木
材
チ
ッ
プ
の
発

酵
熱
を
利
用
し
た
温
室
栽

培
を
手
掛
け
て
い
る
が
ご

存
知
か
。

観
光
経
済
課
長　
視
察
し

た
。
町
貯
木
場
の
チ
ッ
プ

再
利
用
に
な
る
。
45
℃
を

超
え
る
発
酵
熱
だ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
炭
酸
ガ
ス
が
大

気
中
の
４
〜
５
倍
と
大
量

に
発
生
し
て
光
合
成
が
活

発
と
な
り
、
野
菜
の
生
育

が
早
い
。
施
肥
や
農
薬
散

布
も
な
く
栽
培
コ
ス
ト
は

か
な
り
抑
え
ら
れ
る
の
で

は
。
冬
場
の
野
菜
作
り
の

有
力
な
方
法
と
し
て
注
目

し
て
い
る
。

問　
消
費
者
の
最
大
の
関

心
は
美
味
し
さ
だ
が
。

観
光
経
済
課
長　
私
も
ミ

ズ
ナ
と
コ
マ
ツ
ナ
を
食
べ

て
み
た
が
ハ
ウ
ス
物
と
は

思
え
な
い
み
ず
み
ず
し
さ
、

柔
ら
か
さ
、
な
お
か
つ
野

菜
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。 一口

メモ

問　
軽
井
沢
発
の
保
温
折

衷
苗
代
は
寒
冷
地
の
稲
作

に
革
命
を
も
た
ら
し
た
。

木
材
チ
ッ
プ
の
発
酵
熱
利

用
の
野
菜
栽
培
は
軽
井
沢

の
冬
の
農
業
に
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ

な
い
。
町
が
こ
の
新
し
い

農
法
の
完
成
普
及
に
生
産

者
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

観
光
経
済
課
長　
新
年
度

事
業
と
し
て
生
産
者
グ

ル
ー
プ
づ
く
り
、
法
人
設

立
支
援
（
予
算
40
万
円
）

を
進
め
た
い
。
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
設
置
や
初
期
投
資
へ

の
補
助
も
検
討
し
た
い
。

町
長　
ど
の
よ
う
な
形
で

応
援
し
て
い
く
か
考
え
て

進
め
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
費
の

全
面
無
償
化
を

問　
学
校
給
食
は
教
育
の

重
要
な
一
環
だ
。
本
来
国

が
無
償
と
す
べ
き
も
の
だ
。

し
か
し
国
は
や
ら
な
い
の

で
自
治
体
負
担
で
無
償
化

が
進
ん
で
い
る
。
わ
が
町

の
現
況
は
。

教
育
次
長　
父
母
負
担
の

給
食
費
は
食
材
費
で
年
間

総
額
７
８
８
６
万
円
。
小

学
生
は
年
間
５
万
３
３
０

０
円
、
中
学
校
は
６
万
３

４
４
０
円
だ
。

問　
必
要
な
財
源
は
８
千

万
円
足
ら
ず
。
そ
の
気
に

な
れ
ば
や
れ
る
は
ず
だ
が
。

教
育
長　
今
後
検
討
し
て

い
か
ね
ば
と
考
え
る
。

どう応援するか考える

町　長

木材チップ利用の温室栽培
　　　で冬場の農業振興を

土　屋　　浄

柳沢農園のハウス内に育つ野菜（２月撮影）

一口
メモ

「木材チップの発酵熱」…木材チップの発酵により発生した二酸化炭素で発熱す
ることです。平成29年４月25日　第114号15



一 般 質 問

寺田 和佳子
各学校どのような取り組みができるか考えて
いく

教育長

「自然を愛する」を合言葉にした
こぶし教育と現実問題との関連づけは

問　
最
近
、
ホ
テ
ル
建
設

に
よ
る
木
々
の
伐
採
・
農

業
人
口
の
減
少
に
よ
る
農

地
か
ら
住
宅
地
へ
の
転

用
・
太
陽
光
発
電
施
設
へ

の
土
地
利
用
で
自
然
環
境

の
変
化
が
起
き
て
い
る
。

こ
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

こ
ぶ
し
教
育
に
つ
な
げ
て

い
る
の
か
。

教
育
長　
各
校
、
自
然
環

境
の
現
状
を
把
握
し
た
な

か
で
何
が
提
言
で
き
る
か

考
え
て
い
く
。

問　
当
町
の
こ
ぶ
し
教
育

の
理
念
と
似
た
も
の
が
近

隣
に
も
あ
る
。
町
の
独
自

性
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

教
育
長　
こ
ぶ
し
教
育
の

根
底
に
は
「
軽
井
沢
の

心
」
が
あ
る
。
こ
れ
は

「
人
・
も
の
・
環
境
へ
の

思
い
や
り
」
が
テ
ー
マ
で

30
年
前
に
策
定
さ
れ
た
。

こ
れ
が
家
庭
・
学
校
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
培
わ

れ
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

問　
こ
ぶ
し
教
育
を
理
念

に
据
え
た
軽
井
沢
学
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
科
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。
教
員
が
授

業
で
扱
う
教
材
を
研
究
す

る
た
め
の
時
間
の
確
保
は
。

教
育
長　
各
校
共
通
の
内

容
を
決
め
、
教
員
・
生
徒

向
け
に
資
料
配
布
す
る
。

こ
れ
で
教
員
の
負
担
軽
減

に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。

問　
義
務
教
育
で
は
、
転

勤
直
後
担
任
を
持
た
さ
れ

る
の
を
始
め
、
一
般
的
に

教
員
の
負
担
は
大
き
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
町
は
ど
う

考
え
る
か
。

教
育
長　
新
任
職
員
に
は

各
学
校
長
が
負
担
軽
減
の

配
慮
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
費
で
臨
時
講
師
６
名
、

特
別
教
育
支
援
員
５
名
、

低
学
年
補
助
教
員
３
名
な

ど
計
17
名
を
採
用
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
で
軽
減
に

努
め
て
い
る
。

問　
教
員
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
軽
井
沢
学
を
含
め

た
授
業
へ
の
講
師
登
用
は
。

教
育
長　
５
年
前
か
ら
教

育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
、
小
学
校
で
は
32

団
体
が
登
録
済
み
で
あ
る
。

必
要
に
応
じ
て
各
学
校
が

依
頼
し
て
い
る
。

問　

２
０
２
０
年
軽
井
沢

に
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
機
関

が
開
校
す
る
。
町
は
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

か
。

町
長　
軽
井
沢
町
の
教
育

に
と
っ
て
追
い
風
に
し
て

い
き
た
い
。

一口
メモ

一口
メモ

「教育支援ボランティア」…小・中学校にて学校行事などを支援するボランティ
アのことです。協力していただけるボランティアの方を募集しています。
お問合わせは こども教育課：45－8672まで

これで軽井沢を学ぼう
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一 般 質 問

各業種の皆さんとコミュニケーションを図り
ながら探っていく

観光経済課長

地域と連携し現状の資源を
有効に生かす６次産業を

問　
６
次
産
業
の
課
題
に

農
家
と
地
域
の
連
携
不
足

が
挙
げ
ら
れ
、
地
域
資
源

を
幅
広
く
活
用
し
差
別
化

さ
れ
た
商
品
を
つ
く
り
、

ブ
ラ
ン
ド
化
さ
せ
て
い
く

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

る
が
。

観
光
経
済
課
長　
農
林
係

が
観
光
商
工
係
と
連
携
し

６
次
産
業
の
方
向
性
を

探
っ
て
い
く
。
各
業
種
の

皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
進
め
る
。

問　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
お
い
て

町
の
こ
と
を
理
解
し
つ
つ
、

実
践
で
成
果
を
上
げ
て
い

る
専
門
家
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

必
要
と
考
え
る
が
。

観
光
経
済
課
長　
６
次
産

業
は
町
の
方
向
性
で
も
あ

る
。
生
産
、
加
工
、
商
品

化
の
知
識
を
持
っ
た
人
材

の
ア
ド
バ
イ
ス
・
意
見
と

軽
井
沢
22
世
紀
風
土
フ

ォ
ー
ラ
ム
も
絡
め
進
め
た

い
。

一口
メモ

問　
農
家
と
バ
イ
ヤ
ー
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
展
示

会
の
開
催
は
、
評
価
さ
れ

た
も
の
は
流
通
が
広
が
り
、

販
売
拡
大
に
も
つ
な
が
る
。

発
地
市
庭
に
マ
ッ
チ
ン
グ

機
能
を
加
え
、
強
化
す
る

考
え
は
。

観
光
経
済
課
長　
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
展

示
会
を
指
定
管
理
者
と
も

打
ち
合
わ
せ
で
き
る
機
会

を
検
討
し
た
い
。

22
世
紀
風
土
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
取
り
組
み
は

問　
22
世
紀
風
土
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
ど
の
よ
う
な
事
業

を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
ま
た
実
施
し
て

い
る
事
業
は
。

企
画
課
長　
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
風
土
自
治
の

実
現
が
一
番
の
目
標
。
基

本
会
議
を
こ
れ
ま
で
５
回

開
催
し
た
。

問　
住
民
か
ら
の
意
見
、

提
案
を
風
土
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
ま
と
め
た
場
合
、
実
際

に
町
政
へ
の
反
映
は
。

企
画
課
長　
町
の
理
事
者

が
決
定
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

問　
風
土
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

お
い
て
、
軽
井
沢
駅
北
口

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ロ
ン
ト

構
想
が
あ
る
が
内
容
は
。

企
画
課
長　
一
部
の
事
業

者
の
開
発
計
画
と
絡
ん
で

い
て
、
現
状
で
は
非
公
開

で
行
っ
て
い
る
。
北
口
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ロ
ン
ト
全

体
の
流
れ
を
近
々
、
公
表

す
る
予
定
で
進
め
て
い
る
。

土 屋 好 生

６次産業の拠点を目指して

一口
メモ

「ブランディング」…ブランドに対する共感や信頼などの価値を高めていく企業
と組織の経営戦略のことです。平成29年４月25日　第114号17



一 般 質 問

同意を得られた方の情報提供をしている

保健福祉課長

民生委員への
個人情報提供の方針は

問　
国
や
県
は
民
生
委
員

法
第
15
条
に
よ
り
、
同
意

不
要
の
個
人
情
報
提
供
の

在
り
方
を
示
し
て
い
る
が
。

保
健
福
祉
課
長　
国
は
24

年
、
県
は
23
年
に
発
表
。

25
年
改
正
の
災
害
対
策
基

本
法
で
個
人
情
報
関
係
の

記
述
が
あ
り
、
最
新
の
方

法
に
従
っ
て
い
る
。

問　
「
軽
井
沢
町
避
難
行

動
要
支
援
者
台
帳
」
で
の

民
生
委
員
の
役
割
は
。

保
健
福
祉
課
長　
町
か
ら

の
依
頼
で
、
台
帳
登
録
希

望
者
宅
へ
訪
問
し
、
必
要

な
情
報
を
聞
き
取
り
、
町

へ
報
告
。
ま
た
台
帳
情
報

を
用
い
て
日
ご
ろ
の
見
守

り
活
動
を
行
う
。

問　
民
生
委
員
の
周
知
に

つ
い
て
は
。

保
健
福
祉
課
長　
改
選
期

な
ど
委
員
が
変
更
の
際
に
、

広
報
か
る
い
ざ
わ
等
で
周

知
。
町
・
地
区
行
事
で
民

生
委
員
専
用
ジ
ャ
ン
パ
ー

等
を
着
用
し
て
参
加
。

一口
メモ

問　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

民
生
委
員
を
説
明
す
る

ペ
ー
ジ
が
な
い
が
。

保
健
福
祉
課
長　
地
区
と

氏
名
は
あ
る
が
、
説
明
を

含
め
て
周
知
す
る
。

問　
民
生
委
員
は
児
童
委

員
で
も
あ
る
。
教
育
機
関

と
の
連
携
は
。

保
健
福
祉
課
長　
学
校
行

事
へ
の
参
加
。
学
校
警
察

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、
学

校
と
の
懇
談
会
、
支
部
懇

談
会
、
い
ず
れ
も
年
に
一

回
開
催
。

問　
日
常
の
把
握
の
た
め

に
は
十
分
と
い
え
な
い
開

催
回
数
で
あ
る
。
民
生
委

員
が
学
校
評
議
員
を
兼
ね

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
。

保
健
福
祉
課
長　
民
生
委

員
の
な
り
手
不
足
が
あ
り
、

負
担
を
減
ら
し
た
い
と
い

う
考
え
方
も
あ
る
。

教
育
長　
評
議
員
の
選
出

に
つ
い
て
は
各
学
校
長
の

裁
量
に
よ
る
。
学
校
と
の

懇
談
会
の
な
か
で
個
人
を

特
定
さ
れ
な
い
状
態
で
の

情
報
交
換
を
し
て
い
る
。

問　
民
生
委
員
は
対
個
人

で
あ
る
が
、
答
弁
中
の
個

人
を
特
定
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。

教
育
長　
個
人
情
報
保
護

法
に
従
っ
て
い
る
。

問　

信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
民
生
委

員
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く

の
は
。

教
育
長　
好
ま
し
い
。
検

討
す
る
。

西　　千　穂

一口
メモ

「避難行動要支援者台帳」…災害などの緊急時に支援を希望される方を登録する
台帳です。希望者は 保健福祉課44－3333まで。

個人情報は取り扱いがとても難しい
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い
じ
め
の
把
握
は

問  　

条
例
制
定
に
あ
た
り
い
じ
め
の
事
実
は

あ
っ
た
の
か
。

答  　
28
年
度
は
県
の
条
例
に
よ
り
い
じ
め
の
定

義
が
明
確
と
な
っ
た
た
め
、
現
在
ま
で
に
30

件
ほ
ど
あ
る
。

問  　
い
じ
め
を
把
握
す
る
具
体
的
な
方
法
は
。

答  　
児
童
生
徒
の
生
活
記
録
か
ら
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
い
じ
め

に
対
す
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
。

条
例
制
定
の
経
緯
は

問  　
25
年
度
に
議
会
で
条
例
を
議
論
し
た
経
緯

が
あ
っ
た
が
、
制
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

今
回
、
教
育
委
員
会
と
学
校
が
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
条
例
制
定
に
至
っ
た
の
か
。

答  　
学
校
等
に
お
い
て
は
、
校
長
会
、
教
頭
会

を
通
じ
て
条
例
内
容
を
検
討
し
て
き
た
。
い

じ
め
対
策
が
推
進
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
関

係
者
の
総
意
も
得
ら
れ
制
定
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

条
例
の
周
知
は

問  　
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と
い
う
強
い

思
い
を
児
童
・
生
徒
・
保
護
者
に
伝
え
る
べ

き
だ
と
思
う
が
。

答  　
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
職
員
会
、
小
中
連
携
会
議

な
ど
で
周
知
を
進
め
る
。

地
域
社
会
の
関
わ
り
は

問  　
条
例
の
中
に
地
域
社
会
の
関
わ
り
が
書
か

れ
て
い
な
い
が
。

答  　
い
じ
め
対
策
に
は
社
会
全
体
の
協
力
が
必

要
だ
が
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
が
協
力
す
る

こ
と
が
第
一
で
あ
る
と
考
え
る
。

キ
ャ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修
は

問  　
キ
ャ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

答  　
上
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
自
分
の
身
に
置

き
換
え
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
も
キ
ャ
ッ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修
も
含
め
総
合
的
に
考
え

て
い
く
。

一口
メモ

いじめはいじめはいじめはいじめはいじめはいじめは
　　絶対ダメ!!　　絶対ダメ!!　　絶対ダメ!!　　絶対ダメ!!　　絶対ダメ!!　　絶対ダメ!!　　絶対ダメ!!　　絶対ダメ!!　　絶対ダメ!!

議 案
議審

３月

　
付
託
さ
れ
た
総
務
常
任
委
員
会
で
原

案
可
決
す
べ
き
も
の
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
が
本
会
議
で
は
、
討
論
に
な
り
ま
し

た
。

《
反
対
討
論
》

土
屋
浄

　
今
の
学
校
の
内
情
か
ら
、
こ
の
条
例

を
制
定
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
い
じ
め

防
止
が
進
む
と
は
思
わ
な
い
。

《
賛
成
討
論
》

篠
原
公
子

　
い
じ
め
は
断
じ
て
許
さ
な
い
と
い
う

精
神
の
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
の
が
、
い

じ
め
防
止
条
例
だ
と
思
う
。
す
べ
て
の

人
に
そ
の
精
神
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

し
っ
か
り
と
防
止
条
例
を
周
知
し
て
も

ら
い
た
い
。

結　
果

【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

(

ｐ
23
参
照)

討　
論

一口
メモ

「キャッププログラム」…子どもが、いじめ・虐待・性暴力などから自分の心と
からだを守るための予防教育プログラムのことです。教職員・保護者・子ども
ワークショップがあります。

条例
定制
い
じ
め
防
止
条
例

いじめは
　絶対にゆるさない！
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な
ぜ
今
、
行
政
財

産
か
ら
普
通
財
産

に
変
更
す
る
の
か

問　
現
状
の
よ
う
に
行
政

財
産
の
ま
ま
条
例
を
作
っ

て
指
定
管
理
と
い
う
選
択

肢
は
な
か
っ
た
の
か
。

企
画
課
長　
行
政
財
産
で

は
利
用
制
限
が
あ
る
。
普

通
財
産
に
し
、
自
由
に
使

え
る
設
定
に
し
て
、
貸
し

付
け
る
ほ
う
が
価
値
が
あ

る
。

問　
普
通
財
産
だ
と
議
決

な
し
で
無
償
貸
し
付
け
が

可
能
に
な
り
、
監
視
の
目

が
届
か
な
く
な
る
危
険
性

が
増
す
の
で
は
。

財
政
課
長　
自
治
法
で
の

制
約
も
あ
り
総
合
的
判
断

を
す
る
。

公
共
的
団
体
の

定
義
は
な
に
か

問　
町
の
考
え
る
公
共
的

団
体
の
定
義
と
は
。

財
政
課
長　
公
益
的
事
業

を
行
う
者
で
総
合
的
に
判

断
し
て
い
る
。

問　
貴
賓
室
を
ろ
く
も
ん

乗
客
限
定
の
利
用
と
す
る

の
は
公
益
事
業
に
な
る
の

か
。

財
政
課
長　
し
な
の
鉄
道

自
体
が
公
益
事
業
を
実
施

し
て
い
る
事
業
者
と
い
う

判
断
で
あ
る
。

問　
貴
賓
室
は
誰
で
も
利

用
可
能
に
す
べ
き
だ
が
。

総
務
課
長　
誰
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
交
渉
し
て
い

く
。

問　
無
償
で
な
く
適
正
時

価
で
の
貸
与
は
。

企
画
課
長　
駅
舎
を
復
元

し
た
際
、
国
の
補
助
が
あ

り
、
無
償
で
貸
し
出
さ
な

い
と
補
助
金
返
還
が
生
じ

る
。
町
の
要
望
も
く
ん
で

も
ら
い
無
償
が
ベ
ス
ト
と

考
え
て
い
る
。

４
月
か
ら
支
援
が
必

要
な
子
ど
も
に
療
育

場
所
が
で
き
る
！

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
四
季
が

行
う
児
童
発
達
支
援
・
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
は
。

保
健
福
祉
課
長　
未
就
学

児
の
た
め
の
発
達
支
援
と

就
学
児
の
た
め
の
放
課
後

デ
イ
が
開
始
さ
れ
、
個
々

に
合
わ
せ
た
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
可
能
に
な
る
。
内

容
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

児
童
発
達
支
援

 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 

始
ま
る

常任委員会

常任委員会
社 会

総 務

委員会リポート

委員会リポート

旧駅舎記念館
　しなの鉄道改札へ

一口
メモ

一口
メモ

「行政財産とは」…直接公の目的に供する役場庁舎や道路など、原則、貸付・売
り払い・譲与等ができない公有財産のことです。
「普通財産とは」…行政財産以外の一切の公有財産のことです。

貴賓室は誰のものか

NPO法人四季「にじいろポケット」児童発達支援・放課後等 デイサービス内容

未就学児
（児童発達支援）

小１から18歳 
（放課後デイサービス)

開所時間
月曜から金曜

9：30から13：30

月曜から金曜
放課後から18時

第２・４土曜日９時から16時
（長期休暇・学校休業日は９時から16時）※未就学児は要相談

始
ま
る

始
ま
る

「
に
じ
い
ろ
ポ
ケ
ッ
ト
」

一口
メモ
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委員会リポート

①
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
充
実

・  

携
帯
端
末
機
器
類
の
使

用
を
委
員
会
の
み
可
能

と
し
、
本
会
議
ラ
イ
ブ

中
継
は
今
後
の
課
題
と

し
た
。

②
議
員
相
互
の
自
由
討
議

・  

議
員
間
で
活
発
な
議
論

を
求
め
、
推
進
し
た
。

③
議
会
か
ら
の
政
策
提
言

・  

２
つ
の
常
任
委
員
会
に

お
い
て
、【
軽
井
沢
駅

前
再
開
発
】
と
【
障
が

い
児
福
祉
】
の
政
策
を

提
言
し
た
。

④
広
報
広
聴
の
充
実

・  

各
種
団
体
と
７
回
の
議

員
懇
談
会
を
実
施
し
、

課
題
を
研
究
し
て
議
論

に
つ
な
げ
た
。

⑤  

予
算
・
決
算
委
員
会
の

充
実

・  

審
査
を
連
続
性
の
あ
る

も
の
と
し
、
予
算
要
望

に
つ
な
げ
る
研
究
を
し

た
。

⑥  
議
員
力
・
議
会
力
向
上

を
図
る
取
り
組
み

・  
さ
ま
ざ
ま
な
議
員
研

修
・
講
演
会
に
出
席
し
、

議
員
力
の
向
上
に
努
め

た
。

⑦  

議
会
基
本
条
例
の
検

証
・
見
な
お
し

⑧  

会
議
規
則
お
よ
び
申
し

合
わ
せ
事
項
の
見
な
お

し
⑨

 
 

政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
・
議

会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
制

度
導
入
の
検
討

一口
メモ

懇
談
会
で
出
さ
れ
た

意
見

＊
発
地
市
庭
が
オ
ー
プ
ン

し
出
荷
量
も
増
え
た
が
、

冬
期
の
生
産
量
は
減
少
す

る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

＊
農
家
の
経
営
安
定
と
生

産
拡
大
を
図
る
た
め
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
な
ど

の
支
援
策
を
考
え
て
欲
し

い
。

＊
冬
場
対
策
に
、
発
地
市

庭
の
加
工
室
を
も
っ
と
住

民
が
活
用
で
き
る
よ
う
に

考
え
て
ほ
し
い
。

＊
降
水
量
が
多
く
晴
天
率

の
悪
い
軽
井
沢
で
は
、
排

水
対
策
が
必
須
で
あ
る
。

な
ん
ら
か
の
支
援
が
で
き

な
い
か
。

考
察　
今
後
の
軽
井
沢

農
業
の
発
展
の
た
め
、
引

き
続
き
農
業
振
興
と
６
次

産
業
に
つ
な
が
る
「
軽
井

沢
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
に

向
け
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と

連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
農
協
通
り

の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

「
る
る
ぱ
る
」。

　

こ
の
日
の
行
事
は

「
こ
ろ
こ
ろ
ペ
ッ
ト
づ

く
り
」
で
し
た
。
23
組

ほ
ど
の
親
子
が
参
加
し

て
、
テ
ー
プ
の
太
芯
や

紙
ヒ
モ
で
お
も
ち
ゃ
づ

く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

と
い
っ
て
も
製
作
係
は

や
っ
ぱ
り
お
母
さ
ん
で

す
ね
。
子
ど
も
た
ち
は

お
膝
の
上
に
乗
っ
て
色

を
つ
け
た
り
、
お
も

ち
ゃ
を
引
っ
張
っ
て

あ
っ
た
か
い
床
暖
が

入
っ
た
部
屋
を
元
気
に

走
り
回
っ
た
り
。

　
議
会
か
ら
も
愛
称
の

募
集
を
提
案
し
て
い
ま

し
た
が
、
利
用
す
る
方

が
こ
れ
か
ら
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
施
設
で
す

ね
。 表紙の

ことば

議会改革を後戻りさせないため
引き続き取り組みを

議
会
改
革
に
伴
う
調
査
・
研
究

　

議
会
活
性
化
委
員
会
は
、
27
年
５
月
よ
り
７

人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
①
か
ら
⑨
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
（
17
回
）
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
新
年
度

も
引
き
続
き
研
究
す
る
よ
う
申
し
送
り
ま
し
た
。

開かれた議会・信頼される議会をめざして!!

一口
メモ

「政策サポーター」…住民に開かれた議会にするために、議会と協働で政策づく
りに取り組んでくれる専門家や住民のことです。

【懇談の目的】
当町における農業の現状と今後の課題に耳を
傾け、農業振興や６次産業を一緒に考える。
【参加者】
農業従事者　　19名
町議会議員　　13名

28年12月20日（火）　午前10時から
役場第２委員会室

農業従事者５団体

議 員 懇 談会
～ひとつのテーマをさらに深く～

特別委員会

議 会

活性化
（27年５月～29年３月）

（
取
材・写
真
撮
影
／

押
金
洋
仁
）
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反
対
討
論

川
島
さ
ゆ
り　

２
０
２
０

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ
ロ
の
標

的
に
し
な
い
と
い
う
強
い

決
意
で
臨
み
、
し
っ
か
り

時
間
を
か
け
国
会
内
で
議

論
し
国
内
法
を
整
備
す
べ

き
。
締
約
国
会
議
に
参
加

し
て
国
際
情
報
を
得
る
べ

き
で
あ
る
。「
治
安
維
持

法
」「
戦
争
す
る
国
」
づ

く
り
な
ど
法
律
に
関
係
な

い
文
言
は
容
認
で
き
な
い
。

賛
成
討
論

土
屋
浄　
一
般
市
民
が
組

織
的
犯
罪
集
団
で
な
く
て

も
性
格
が
一
変
す
れ
ば
該

当
と
な
り
、
判
断
は
捜
査

機
関
が
決
め
る
と
こ
ろ
に

拡
大
解
釈
の
危
険
性
が
あ

る
。

国
民
の
思
想
や
内
心
ま
で

処
罰
の
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
憲
法
が
保
障
す
る
思

想
や
自
由
を
脅
か
す
危
険

性
が
あ
り
違
憲
立
法
で
あ

る
。

本
会
議
結
果

賛
成
少
数
で
不
採
択

（
詳
細
は
Ｐ
23
）

問　
旧
軽
井
沢
公
衆
ト
イ

レ
設
計
で
今
回
の
設
計
案

が
採
用
さ
れ
た
理
由
は
。

ま
た
、
案
内
表
示
を
ピ
ク

ト
グ
ラ
ム
な
ど
で
、
分
か

り
や
す
く
し
て
は
。

答　
女
子
ト
イ
レ
に
は
パ

ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
を
設
け
、

浅
間
石
を
使
い
旧
軽
井
沢

に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ
イ
ン

に
な
っ
た
。
表
示
方
法
は

検
討
す
る
。

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
分
担
金
は

問　
分
担
金
82
万
１
千
円

の
減
額
に
つ
い
て
、
実
際

に
減
額
に
な
る
１
０
０
３

万
６
千
円
と
面
替
区
の
振

興
基
金
と
し
て
支
払
う
９

２
１
万
５
千
円
を
相
殺
せ

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
表

記
で
き
な
い
か
。

答　
分
担
金
と
い
う
枠
の

中
で
の
支
払
い
の
た
め
こ

の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
は
検
討
す
る
。

問　

負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
た
経
緯
は
。

答　

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン

一口
メモ

タ
ー
に
隣
接
す
る
面
替
区

の
意
向
を
踏
ま
え
て
、
地

域
の
振
興
基
金
と
す
る
こ

と
で
７
千
万
円
を
支
払
う

こ
と
に
な
り
、
御
代
田
町

単
独
で
３
５
０
０
万
円
を

負
担
し
、
残
り
を
御
代
田

町
を
含
め
た
佐
久
市
、
軽

井
沢
町
、
立
科
町
で
負
担

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
わ
や
か
軽
井
沢

ふ
る
さ
と
寄
付
金
は

問　
さ
わ
や
か
軽
井
沢
ふ

る
さ
と
寄
付
金
の
Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｋ
指
定
分
の
件
数
と
金
額

は
。

答　
３
７
５
件
で
お
よ
そ

３
億
２
千
万
円
で
あ
る
。

外
灯
新
設
・
交
換

工
事
は

問　
外
灯
新
設
・
交
換
工

事
の
実
績
は
。

答　
28
年
度
４
５
３
灯
で

蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の

交
換
が
終
了
。
総
数
は
２

８
２
０
灯
。
水
銀
灯
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
灯
は
29
年
度
以

降
実
施
す
る
。

補
予
正
算

政
府
は
「
テ
ロ
等
組
織
犯

罪
準
備
罪
」
と
い
う
口
実

で
「
共
謀
罪
」
を
創
設
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
テ
ロ

と
関
係
な
い
犯
罪
も
対
象

と
し
て
い
る
。
す
で
に
13

本
の
国
際
条
約
を
締
結
し
、

国
内
法
も
整
備
さ
れ
て
お

り
、
改
め
て
「
共
謀
罪
」

を
創
設
す
る
こ
と
は
安
倍

政
権
に
よ
る
「
戦
争
す
る

国
」
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
で
、
現
代
版

「
治
安
維
持
法
」
と
も
い

え
る
。
よ
っ
て
共
謀
罪
を

創
設
し
な
い
よ
う
意
見
書

を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

趣 

旨

「
共
謀
罪
」
創
設
に

　
　
　
　
　
反
対
す
る
陳
情
書

討　
論

陳
情
者
　
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
佐
久

　
　
　
　
代
表
　
望
月
　
清
泰

陳 情

一口
メモ

「ピクトグラム」…「絵文字」や「絵単語」などと呼ばれ、何らかの情報や注意
を示すための視覚記号のことです。

旧軽井沢に
区民待望のトイレ完成
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一目でわかる審議結果
～議決結果一覧表～

議案第 ４ 号 （旧）軽井沢駅舎記念館に関する条例を廃止する等の条例の制定
議案第 ５ 号 軽井沢町介護保険条例の一部改正
議案第 ６ 号 軽井沢中学校改築基金の設置、管理及び処分に関する条例の廃止
議案第 ７ 号

～

議案第14号

平成28年度軽井沢町一般会計補正予算（第８号）

平成28年度軽井沢町水道事業会計補正予算（第１号）
議案第15号

～

議案第25号

平成29年度軽井沢町一般会計予算

平成29年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計補正予算（第１号）
発委第 １ 号 軽井沢町議会委員会条例の一部改正
発委第 ２ 号 軽井沢町議会会議規則の一部改正

●全会一致の議案

●賛否の分かれた議案

議　案

１ 

寺
田
和
佳
子

２ 

西　

千
穂

３ 

押
金
洋
仁

４ 

利
根
川
泰
三

５ 
栁
澤
信
介

６ 
遠
山
隆
雄

７ 

横
須
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議決結果
（賛成：反対）

議案第３号
軽井沢町いじめ防止等に関する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

（14：１）
陳情第１号
「共謀罪」創設に反対する陳情書 × × × × × × × × × × × × × ○ × 不採択

（１：14）

議会だよりを一緒につくりませんか
議会だよりモニターを若干名募集します

モニターをお願いする方には、
年４回のアンケートへの回答 　 議会だよりを編集する委員との会議（懇談）への出席

などをお願いする予定です。（任期は１年間です）
皆さまのご意見をお聞かせください。

問い合わせ、申し込みは議会事務局まで　　電話　45－8910

（○は賛成、×は反対、議長は議決には加わりません）

「議会とまちづくりを語る会」のお知らせ
５月15日（月）　浅間台公民館　　　午後７時から
５月17日（水）　千ヶ滝西区公民館　午後７時から
５月18日（木）　離山公民館　　　　午後７時から

◎議会だより113号・114号をご持参ください。

「第113号議会だより軽井沢」の内容訂正について
　前号の22ページの「全会一致の議案」に掲載いたしました、「発議第１号 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意
見書の提出」は、23ページの「賛否の分かれた議案」に掲載すべき議案となります。（14：１で可決（反対の１名は土屋浄議員））
　また、23ページの「全会一致の議案」に、「発委第２号 米軍輸送機オスプレイの飛行訓練空域から長野県東北信地域を除外
することを求める意見書の提出」の記載が漏れておりました。
　掲載内容の誤りと掲載漏れを深くお詫び申し上げます。

長野県軽井沢町議会

議会だより
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 29年度予算審査
2  　　　前年度比0.4％増
6  29年度の注目事業は？
8  代表質問・一般質問　町への提言!!19 いじめは絶対ダメ!!
20 旧駅舎記念館　しなの鉄道改札へ20 放課後デイサービス「にじいろポケット」始まる

表紙：子育て支援センター　　　　　　「るるぱる」にて
（表紙のことばは21ページ）
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一口
メモ

「発委」…委員会において委員が議事の対象となるべき問題について意見を提出
することです。

一口
メモ
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「美しい村軽井沢」を
一緒につくりませんか

　「訪れる方に喜んでもらえる、それが一番の楽しみ」と語る代表の中山忠夫さん、今後も楽しみを分
かち合う仲間を募集しています。

　29年度には大規模な浚せつ工事もひかえていますが、官民連携の新しい試みがここから始まってい
くといいですね。

　町を代表する観光スポット雲場池。雨になる
とぬかるみ、観光客も窮屈そうに立ちすくむの
を見て、なんとかしたいと考えていたメンバー
が、社会福祉協議会の「まちづくりリーダー養
成塾」を受講したのがきっかけでした。

　それから町の観光経済課に維持管理の必要性
を訴え活動が本格スタート。月２回の定例会で
は藻の除去や落ち葉片付けのほか、ゴミ拾いな
どを行っています。現在、趣旨に共感した町外
の方も含め14名ほどで活動しています。
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化ボランティア場 町の観光スポット美
化ボランティア

町の観光スポット美
化ボランティア

雲場池を美しくし隊

現地で問題点の洗い出し
「ここは手直しが必要だね」
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